
Window 形を自由自在に扱える Java ライブラリ「WiCoCo」開発 

- Java における非矩形・透過ライブラリ http://www.wicoco.org - 

1．背景 

 

Java は，今もっとも注目されるプログラミング言語の一つです．サーバサ

イドでは，多くの EC サイトのビジネスロジック部に採用され，今やデファク

トスタンダードの地位を築こうとしています．また，クライアントサイドに

おいても，リッチクライアントとしての注目度が高まってきています．事実， 

標準的 GUI 部品を有する Java は，多くのアプリケーションで採用されてきて

います．（図 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ クライアント Java の GUI 

 

しかし，Java の GUI では実現不可能な事があります．それは，非矩形そし

て透過の Window を扱えない事です． 

非矩形や透過 Window を利用する利点はいろいろあります．まず，見た目が

かっこよくなる可能性が考えられます．例えば，最近の音楽再生ソフトは非

矩形 Window を利用したクールな UI を有しています．（図 2） 操作や機能

は同じものの，表現力が大幅に高まり，利用者は見た目に楽しく操作出来ま

す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ウィンドウズメディアプレーヤでの矩形，非矩形の表現力比較 
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次に，操作や見た目が直感的になる可能性が考えられます．例えば，マッ

クのマウスドラッグによるアイコン選択時には，透過表現を利用しています．

（図３）結果，アイコンを隠さず，直感的に選択範囲を理解することが出来

ます． 

 

図３ マックにおける範囲選択 

 

以上の例からでも，非矩形や透過表現の利用によって，機能や操作に対す

る表現に多様性が生み出される事が判ります．Window の枠に制限されてしま

っている Java の GUI には様々な面で限界があるのです． 

 

2．目的 

 

本プロジェクトでは，Java における非矩形及び透過 Window をサポートし，

Java GUI の表現力を向上させる事を目的とします．これらを，使いやすい API

を持つ Java ライブラリとして提供します．  

 

3．開発内容 

Java における非矩形及び透過 Window のサポートと，使いやすい API を提供

します．また，WiCoCo の有能性を確かめるアプリケーションとして，WiCoCo

インスタントメッセンジャーを作成します． 

 

3．1 非矩形及び透過 Window のサポート 

 

WiCoCo では，非矩形や透過を“特徴”と抽象化し，その特徴を Window に付

加する事で，非矩形及び透過 Window を実現します．また，複数の特徴を Window

に付加できるよう，特徴の足し算が出来るように設計します．例えば，非矩

形で且つ透過な Window を作成する場合，非矩形という特徴と透過という特徴

を作成し，それぞれを Window に付加する事で，非矩形且つ透過な Window を

実現します． 
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また， Java の既存 GUI 部品との親和性を高めることをデザイン指針としま

す．具体的には，AWT や Swing の部品をそのまま利用可能にします．つまり，

利用者は WiCoCo で特徴を付加した Window を扱う場合でも，コーディングは

従来通りの手法を用いる事が出来ます．（図５） 
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図５ WiCoCo の位置付け 

 

・動作環境 

・ JRE（Java Runtime Environment）：1.4 以上 

・ ウィンドウズ：Windows2000，WindowsXP 以上 

・ マック   ：MacOSX10.3 以上 

 

3．2 WiCoCo インスタントメッセンジャー 

 

 WiCoCo の有能性を確かめるため，WiCoCo を利用したインスタントメッセン

ジャーを作成します．MSN や Yahoo メッセンジャーなどに見られる一般的なイ

ンスタントメッセンジャーは，アプリケーションを起動すると矩形のフレー

ムが出現し，その中に，登録している友達のアイコン及びオンライン／オフ

ラインのステータスが表示されます．会話は，その中の友達アイコンをクリ

ックする事で始まります．つまり，操作する人にとってメッセンジャー内の

友達は，アプリケーションの中の Window の中の友達という存在になります．   

一方，WiCoCo IM は，アプリケーション起動後にアイコンなどを乗せた矩形

のフレームは出現しません．その代わりに，友達アイコンを直接デスクトッ

プ上に配置します．（図６）今までのインスタントメッセンジャーに比べ，友

達がより近く，さらに直接触れられるような臨場感を生みだします．すなわ

ちコミュニケーションを助長する作用を及ぼすと考えます． 
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図６ WiCoCo インスタントメッセンジャー 

 

・動作環境 

・ JRE（Java Runtime Environment）：1.4 以上 

・ ウィンドウズ：Windows2000，WindowsXP 以上 

・ マック   ：MacOSX10.3 以上 

 

4．従来の技術との相違点 

 

 非矩形及び透過 Window は，リナックス，ウィンドウズ，マックそれぞれの

OS に特化し，プログラムを組む必要がありました．WiCoCo はプログラミング

言語 Java を採用する事で，利用者は OS を意識せずに非矩形及び透過を実現

できます． 

 

5．期待される効果 

 

 現在の Java では提供していない，非矩形並びに透過 Window を簡単に作成

する事が出来ます．これによって矩形という枠，不透明しか扱えない不自由

さを越えた Java の新しい GUI を産出する可能性が広げられます． 

 

6．普及の見通し 

 

 開発成果はオープンソースで公開中です．多くの開発者に利用して頂けれ

ば嬉しいです． 
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